
事業計画書（見本市出展事業）
１　申請者及び事業の概要
	（１）申請者

	
	事業所名
	岡崎市役所株式会社

	
	代表者職氏名
	代表取締役　岡崎　太郎

	
	所在地
	〒444-0034
岡崎市十王町２丁目９番地

	
	主たる業種
	※日本標準産業分類「E.製造業」の中分類で記載してください。
輸送用機械器具製造業

	
	主たる事業内容
	自動車用生産設備の関連備品製作等

	
	会社設立年月日
	平成11年　12月　24日

	
	資本金（出資金）
	1,000万円
	従業員数
	35人

	
	電話番号
	0564-23-▼▼▼▼

	
	FAX番号
	0564-23-〇〇〇〇

	
	メールアドレス
	soumu@city.okazaki.〇▼.jp

	
	連絡者職氏名
	総務部総務課　室長　岡崎次郎

	（２）見本市等名称　第６回製造業魅力発信展示会2024　ものづくり部門
（主催者：　製造業魅力発信実行委員会　　　）

（開催地：　ポートメッセナゴヤ：名古屋市港区金城ふ頭２丁目２　　　　　　　　　　　　　　）

	（３）実施期間
　　　　令和６年５月12日　～　５月14日（オンライン開催：令和６年４月１日～５月31日）

	（４）事業計画の内容

①当社の事業概要

　当社の主な事業としては、輸送用機械に使用されている○○の設計、製造、それを用いた▼▼の組立であり、大手自動車メーカーを含めた約30社の顧客に製造委託をされ生産を行っている。

近年、生産設備設計にもデジタル化の波が押し寄せているため、生産設備設計に付加価値をつける必要性を感じている。

　また、自社ブランド製品もつくっており、○○を製造販売している。

②当事業の具体的な内容

【現状と課題】

　現在、売上の▼割近くが、１社のメーカーに依存している(以降〇社とする)ため、相手先の経営状況に左右されやすい。〇社からの受注減少や、世界情勢のあおりを受けて、自動車生産量も減少したため、弊社としての売り上げも減少している状況である。

また、昨今の原材料の高騰、電気代の高騰などにより、利益の確保も難しくなってきている。

現在、自動車業界は100年に1度の変革期を迎えるといわれており、先の見通しが難しい状況であるため、今後は、自動車産業以外の事業である自社ブランドの製品の販路を拡大することが課題である。

【課題の解決方法】

課題の解決方法として、「第６回製造業魅力発信展示会2024　ものづくり部門」に出展する。本展示会は、ものづくりに関する主要企業150社が出展し、国内外から多様な人材が集う展示会であり、新規業界への接点が期待できる。

本展示会に出展することで、まずは、駆け出し中である自社ブランド製品の認知を増やし、展示会来場者の反応や、意見を参考に製品のブラッシュアップを図っていき、新規顧客の開拓を行いたい。

③事業実施の具体的な進め方

【会期前】

・製品サンプル、ちらし、看板の製作

・取引実績のある企業へ招待状を送付

・事前に出展者や来場予定者の情報を集め、提案先に最適な企業をピックアップする

【会期中】

・営業●名と製品の詳しい説明ができる開発者△名の◇名体制で対応

・来場者を引き付けるように展示ブースを装飾する

・会期前にピックアップした企業にこちらから製品ＰＲを行う

【会期後】

・来訪者へのお礼のメールを発送

・顧客のニーズを整理して、製品のブラッシュアップを行う

・商談が可能であれば、Ｗｅｂまたは訪問にて商談を行う

④期待される成果・目標（できる限り数値で示してください）
・当社ブース来場者との名刺交換〇枚以上取り交わす
・年度内に、新規案件・顧客〇件ほどの獲得を目指す


２　他の公的補助金（助成金）の交付を受けた実績

· 国、県、市等から過去１年以内に補助金を受けたことがあるものを記入してください。
	補助金名
	令和５年度岡崎ものづくり支援補助金(見本市出展事業)

	事業主体（国、県、市等）
	岡崎市

	テーマ名
	メッセナゴヤ2023

	補助金額
	35万円


３　他の公的補助金（助成金）との重複(当てはまる場合はレ点を入れてください。)
☑本補助金申請と同内容で国、県等への申請は行っていません。

※本補助金申請と同内容で国、県等へ申請を行っている場合は重複して採択しません。
記載例
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